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演習

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２６UAカリ･総人社, ２５UAカリ･総人社

【研究科共通】自身の専門分野における高度な知識と技能を有 人文社会科学に関して自身の専門分野における高度な知識と技
する。 能を有する。

⇔

２６UAカリ･総人社, ２５UAカリ･総人社, ２３UAカリ･総人社･心理長野･発達・認知・人間科学, ２３UAカリ･総人社･人間文化学, ２３UAカリ･総人社･心理・松本, ２３UAカリ･総人社･法学

【研究科共通】量的・質的分析方法を身につけると同時に、各 各自の研究課題を発表するに当たって、確かな量的・質的分析
領域独特の解析手法を学習し、分析力を培うとともに、領域間 方法を身につけ、各領域独特の解析手法と分析力を培う。また
における手法の差異を認識することにより、各領域の特徴を学 領域間における分析手法の差異を認識することを通じて、各領
び多面的に展開できる応用力を有する。 域の特徴を学び多面的に展開できる応用力を有する。

⇔

【研究科共通】多領域のステークホルダーを動員し、地域・社 人文社会科学における様々な領域のステークホルダーを動員し、
会の課題に対して主力的に取り組み、問題解決に不可欠な統合 地域・社会の課題に対して主力的に取り組み、問題を見出し、
的なシナリオを提示する提案力を有する。 指摘し、解決を模索することのできる提案力を有する。

⇔

【研究科共通】人間と社会を探究する学問分野間の総合的な知 各自の領域を出発点として、人間と社会を探究する学問分野間
見を活かし、俯瞰的な視野で課題を捉える力を有する。 の総合的な知見を活かし、俯瞰的な視野で課題を捉える力を有

する。
⇔

(2)授業の概要 　地域のリーダーとして活躍する人材は、自ら取り組んでいる以外の課題についてもその原因、解決す
べき問題点と解決の方法を見出だすために必要な知識、情報と手法を学修することは、直面する自らの
研究課題の解決ばかりでなく、将来の未知なる課題への対応に極めて有用である。この「人文社会科学
修論課題合同発表」では、分野を超えた大学院生が一堂に会して、研究発表を行う。各自が取り組んで
いる研究課題に対して、他分野の教員からの指導やまた大学院生同士の討論を通じて、所属する研究室
における指導教員や院生間の議論のみからでは得られない、他分野における独自の方法論や思考過程を
理解し、吸収することを目的とする。

(3)授業計画 　本演習は集中で行う。ここでは、正副指導教員以外の専攻の担当教員、分野および他分野在籍の２年
次を含む全院生の参加はもちろんのこと、他研究科の教員および学生、外部参加者[一般市民を含む]に
も広く開かれ、さまざまな質問やコメントを受け付け討論する。
・第1回　導入
・第2～１3回　　修士論文の課題の進捗状況の報告および質疑応答
・第14回　講評
集中で行う。発表者一人あたりの持ち時間は40分（発表＋質疑応答）とする。正副指導教員は、指導院
生に対して、事前指導を充分に行い、発表当日の指導院生への指導・質疑は行わない。当日の質疑や指
導は、正副指導教員以外の参加者からのものを主とする。なお、発表時の司会進行は、正・副指導教員
のいずれかが務める。

(4)成績評価の方
法

　出席は前提。研究進展段階における発表の水準と、質疑に対する応答の水準に対する研究科教員（指
導教員は含まれない）の評価（40点満点）の平均点と、発表後に指導教員に再提出するハンドアウトの
評価（60点）とを合算して評価する。

(5)成績評価の基
準

　90点以上を秀、80点以上を優、70点以上を良、60点以上を可と評価する。
　59点以下の場合は単位認定しない。

(6)事前事後学習
の内容

　各自の研究課題について指導教員による事前指導を充分に受け、指定のスケジュールに合わせて発表
原稿やスライドの準備を着実に行うこと。

(7)履修上の注意 ・無断欠席・遅刻は厳禁。
・止むを得ず欠席・遅刻する場合はメール等にて連絡すること。

(8)質問,相談への
対応

　オフィスアワーまたはアポイントメントによる面談で受講生からの質問に対応する。

【教科書】 　授業の性格上、教科書は存在しない。

【参考書】 　発表内容に従って、指導教員より指示される。


